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な
お
邦
訳
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
学
、
免
疫
学
な
ど
の
学
術
用
語
は
可
成
専

門
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
正
確
な
用
語
と
な
っ
て
い
る
。

著
者
は
最
後
に
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
そ
の
対
応
が
人
類
の
歴
史
に
大

き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
述
べ
、
続
い
て
「
人
類
の
輝
け
る
歴

史
は
、
戦
争
に
勝
っ
た
こ
と
で
も
な
く
、
王
朝
が
で
き
た
こ
と
で
も
な

く
、
ま
た
財
閥
帝
国
が
築
か
れ
た
こ
と
で
も
な
く
、
人
類
の
生
活
状
況

の
向
上
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
健
康
を
侵
す
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
根
絶

す
る
こ
と
が
文
明
の
成
功
の
王
道
で
あ
っ
て
、
こ
の
責
務
を
遂
行
す
る

人
び
と
こ
そ
勇
気
あ
る
新
し
い
世
界
へ
の
真
の
航
海
者
と
な
ろ
う
。
」
と

結
ん
で
い
る
。

こ
の
優
れ
た
著
書
を
邦
訳
さ
れ
た
二
宮
陸
雄
先
生
は
、
こ
れ
ま
で
多

数
の
著
書
訳
書
を
出
し
て
お
ら
れ
る
が
、
最
近
で
は
人
類
に
最
大
の
惨

禍
を
も
た
ら
し
た
天
然
痘
に
対
す
る
予
防
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
種
痘
法
の

普
及
に
壼
痒
し
た
わ
が
国
に
お
け
る
先
覚
的
藺
方
医
（
北
条
諒
斎
、
桑
田

立
斎
ら
）
を
紹
介
す
る
著
書
（
「
天
然
痘
に
挑
む
」
平
河
出
版
社
一
九
九
七
、

「
桑
田
立
斎
先
生
」
桑
田
立
斎
先
生
顕
彰
会
一
九
九
八
）
を
著
し
て
お
ら
れ

る
。
二
宮
先
生
が
こ
の
著
書
の
訳
に
取
り
組
ま
れ
た
の
も
オ
ー
ル
ド
ス

ト
ー
ン
が
最
後
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
天
然
痘
が
根
絶
さ
れ
、
い
く
つ

か
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
制
御
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
根
絶
や
制
御

に
向
け
て
壼
痒
し
た
多
く
の
先
人
の
よ
う
に
、
新
た
な
人
類
の
脅
威
と

な
っ
て
い
る
エ
イ
ズ
な
ど
多
様
な
新
興
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
制
御
に
関

心
を
抱
き
真
蟄
に
取
り
組
む
研
究
者
の
で
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

（
加
藤
四
郎
）

〔
岩
波
書
店
、
東
京
都
千
代
田
区
一
ッ
橋
二
’
五
’
五
、
電
話
○
三
’
五
二
一

「
北
里
柴
三
郎
」

本
書
に
は
副
題
「
破
傷
風
菌
論
」
が
あ
り
、
扉
を
開
く
と
書
名
の
上

に
「
能
動
知
性
」
１
「
生
の
場
」
と
も
付
し
て
あ
り
、
著
者
に
は
「
北

里
柴
三
郎
・
中
村
桂
子
」
と
あ
る
。
哲
学
書
房
の
意
欲
的
な
企
画
で
始

ま
る
叢
書
第
一
期
十
巻
の
第
一
巻
と
し
て
昨
年
十
二
月
に
発
刊
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
こ
の
約
百
年
間
の
日
本
の
知
性
と
し
て
次
は
呉
秀
三
、

そ
の
後
寺
田
寅
彦
、
西
田
幾
多
郎
、
夏
目
漱
石
、
福
沢
諭
吉
等
が
予
定

さ
れ
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
。

中
村
氏
は
著
名
な
生
命
科
学
者
で
、
生
命
誌
研
究
館
副
館
長
と
し
て

著
作
そ
の
他
種
々
活
躍
を
し
て
お
ら
れ
る
事
は
周
知
の
事
で
あ
る
。

先
ず
本
書
の
特
徴
を
あ
げ
る
。

一
北
里
柴
三
郎
（
以
下
「
北
里
」
）
に
つ
い
て
の
評
伝
な
ど
は
出
版
さ
れ

て
い
る
が
、
北
里
学
派
と
も
言
う
べ
き
北
里
関
係
の
医
師
以
外
の
自
然

科
学
者
の
執
筆
は
最
初
で
あ
り
、
評
伝
の
他
に
微
生
物
学
の
発
展
や
日

本
の
科
学
と
社
会
と
の
関
係
な
ど
種
々
提
言
も
述
べ
て
い
る
。

二
続
い
て
「
北
里
」
の
「
破
傷
風
菌
論
」
と
し
て
ド
イ
ツ
で
の
業
績

な
ど
主
な
日
本
で
の
演
説
な
ど
の
全
文
の
他
欧
文
も
含
め
発
表
論
文
、

著
書
、
文
献
な
ど
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
続
い
て
順
天
堂
大
学

医
学
部
医
史
学
研
究
室
の
月
澤
美
代
子
氏
に
よ
る
解
説
が
あ
る
。

○
’
四
○
○
○
、
発
行
一
九
九
九
年
一
二
月
一
六
日
、
Ｂ
５
判
、
本
文
二
七

八
頁
、
定
価
二
、
八
○
○
円
〕

中
村
桂
子
著
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本
書
の
内
容
は
専
門
的
な
部
分
も
あ
る
が
、
北
里
及
び
そ
の
時
代
を

現
在
の
視
点
で
考
え
る
た
め
の
今
日
唯
一
の
手
引
書
と
な
っ
て
い
る
。

右
の
一
の
特
徴
は
「
微
生
物
の
耕
作
人
」
と
題
し
た
四
六
頁
の
随
所

に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
見
出
し
は
［
生
物
は
生
物
か
ら
し
か
生
ま

れ
な
い
］
で
は
ル
イ
・
パ
ス
ト
ー
ル
の
自
然
発
生
説
否
定
に
も
触
れ
［
微

生
物
の
狩
人
の
時
代
］
［
公
衆
衛
生
の
端
緒
を
つ
か
む
］
［
実
験
と
研
究

た
く
み
な
ア
イ
デ
ア
］
［
血
清
中
の
抗
毒
素
の
発
見
］
［
第
一
回
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
逸
す
］
［
北
里
の
帰
国
、
「
脚
気
菌
」
批
判
］
［
伝
染
病
研
究
所
の

設
立
、
福
沢
諭
吉
の
助
力
］
［
土
壌
微
生
物
の
出
す
抗
菌
作
用
物
質
］
［
病

気
の
内
因
「
遺
伝
子
の
狩
人
」
へ
］
で
ゲ
ノ
ム
解
析
の
現
況
に
言
及
し

［
思
い
が
け
い
細
菌
の
逆
襲
］
［
「
微
生
物
耕
作
人
」
へ
ｌ
細
菌
を
細
菌

と
し
て
見
る
］
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
細
菌
の
自
然
誌
を
よ
く
知

り
、
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
て
あ
る
。

右
の
見
出
し
に
見
ら
れ
る
様
に
、
細
菌
学
の
勃
興
期
か
ら
始
ま
り
、

北
里
の
活
躍
す
る
コ
ッ
ホ
を
中
心
と
す
る
研
究
の
進
展
、
日
本
の
社
会

で
北
里
の
迎
え
る
状
況
、
独
創
的
な
成
果
を
日
本
か
ら
興
す
た
め
の
日

本
の
科
学
者
社
会
の
問
題
点
な
ど
の
提
言
が
あ
る
。

著
者
は
生
命
科
学
者
の
立
場
よ
り
微
生
物
の
流
れ
と
新
し
い
方
向
を

示
さ
れ
、
微
生
物
学
は
今
日
ゲ
ノ
ム
解
析
が
進
ん
で
広
い
活
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
病
原
微
生
物
学
も
発
展
し
つ
つ
臨
床
研
究
の
基
礎

と
な
り
、
一
部
は
日
常
の
検
査
等
へ
応
用
さ
れ
て
、
科
学
は
普
及
し
人

に
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

北
里
の
破
傷
風
菌
の
純
粋
培
養
の
成
功
が
偉
大
な
業
績
と
し
て
評
価

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
発
見
に
至
る
実
験
経
緯
に
つ
い
て
、
専
門
害
以

外
の
評
伝
な
ど
で
は
ほ
と
ん
ど
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

筆
者
は
田
口
文
章
教
授
（
北
里
大
衛
生
学
部
）
と
既
に
共
著
で
紙
上

で
述
べ
て
い
る
所
で
あ
る
が
（
日
本
醤
事
新
報
三
八
○
’
一
号
’
三
八
○
四

号
）
、
北
里
は
留
学
延
期
の
直
前
に
研
究
し
た
破
傷
風
菌
よ
り
遥
か
に

嫌
気
度
の
高
い
気
腫
疸
菌
を
牛
の
感
染
よ
り
分
離
し
固
形
培
地
で
の
増

殖
に
成
功
し
（
一
八
九
○
独
文
、
表
題
は
二
八
五
頁
）
、
続
い
て
破
傷
風

菌
を
嫌
気
性
培
養
に
よ
り
観
察
し
て
い
る
事
は
、
北
里
が
当
時
の
困
難

な
破
傷
風
菌
の
純
粋
培
養
の
研
究
を
短
期
間
で
成
功
さ
せ
た
経
過
が
よ

く
理
解
し
易
い
の
で
あ
る
。

本
書
の
第
二
部
に
あ
た
る
北
里
柴
三
郎
・
破
傷
風
菌
論
に
は
九
編
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
三
○
○
頁
）
［
破
傷
風
菌
論
］
と
し
て
「
破
傷
風
病
毒

菌
及
其
デ
モ
ン
ス
タ
ラ
チ
オ
ン
」
［
ペ
ス
ト
］
で
は
「
ペ
ス
ト
病
調
査
復

命
書
」
「
ペ
ス
ト
病
の
原
因
取
調
に
就
て
」
［
免
疫
と
血
清
療
法
］
で
は

「
免
疫
試
験
結
果
の
報
告
」
「
虎
列
刺
病
血
清
療
法
に
就
て
」
［
論
争
］
で

は
「
緒
方
氏
の
脚
気
バ
チ
ル
レ
ン
説
を
読
む
」
「
与
森
林
太
郎
書
」
「
医

学
博
士
中
濱
東
一
郎
君
に
答
う
」
［
啓
蒙
］
で
は
「
細
菌
学
大
意
」
が
多

数
の
論
説
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
も
と
く
に
［
免
疫
と
血
清

療
法
］
と
し
て
「
免
疫
試
験
結
果
の
報
告
」
と
「
虎
列
刺
病
血
清
療
法
」

の
長
文
二
編
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
よ
り
帰
国
後
三
年
目
の

講
演
で
あ
り
、
一
般
向
け
の
出
版
で
は
最
初
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

巻
末
に
は
一
八
四
七
年
よ
り
約
百
年
間
の
年
表
が
あ
り
、
北
里
の
生

涯
・
微
生
物
を
中
心
に
関
連
の
医
学
・
生
理
学
・
生
物
学
の
進
展
、
日

欧
の
文
化
の
推
移
が
対
比
し
て
あ
り
、
医
科
学
史
の
時
代
の
断
面
を
そ

れ
ぞ
れ
の
項
目
の
み
に
終
ら
ず
読
者
の
便
に
若
干
の
解
説
を
付
し
て
い
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る
。
さ
ら
に
こ
の
年
表
を
立
体
的
に
「
時
の
胚
種
」
の
発
想
を
中
心
に

し
て
種
々
の
幾
何
学
的
図
形
に
そ
っ
て
展
開
す
る
一
枚
の
年
表
を
組

み
、
北
里
柴
三
郎
の
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
一
つ

の
試
み
と
し
て
着
想
は
興
味
深
い
。

最
後
に
、
北
里
の
東
京
医
学
校
に
入
学
後
の
成
績
で
あ
る
が
、
「
同
級

生
が
順
次
落
伍
し
て
三
、
四
年
の
問
に
半
減
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
常
に

級
の
中
以
下
に
下
が
ら
な
か
っ
た
」
（
北
里
柴
三
郎
伝
、
昭
七
北
里
研
究
所

発
行
）
と
言
わ
れ
、
本
書
に
出
て
い
る
「
あ
ま
り
成
績
も
芳
し
く
な
く

…
…
」
の
事
実
は
当
時
の
資
料
に
も
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま

た
巻
末
に
文
献
と
し
て
出
て
い
る
村
上
陽
一
郎
氏
の
著
書
の
中
で
も

「
あ
ま
り
成
績
の
よ
く
な
か
っ
た
彼
は
…
」
と
あ
る
の
で
弁
護
し
て
お
き

た
い
。な

お
本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
等
は
電
顕
写
真
も
含
ま
れ
、
多

種
類
で
読
者
の
興
味
を
そ
そ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
会
田
忠
）

〔
哲
学
書
房
東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
’
三
’
一
’
六
○
六
、
電
話

○
三
’
三
二
三
三
’
一
○
五
○
、
一
九
九
九
年
十
二
月
、
Ａ
５
判
、
二
八
六

頁
、
二
、
五
○
○
円
〕

正
誤
表

第
四
十
六
巻
第
四
号
に
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
致
し
ま
す
。（

編
集
部
）

五
五
五
頁
十
一
行
目
…
…
常
に
↓
音
に

五
六
二
頁
注
（
型
）
…
…
ロ
厨
沮
用
↓
目
の
鹿
陥

蕊
鐘
蕊
蕊
瑠
硴
牒
溌
棚
誌
溺
識
踊
菫

十
世
紀
の
百
年
を
越
え
て
発
展
し
、
さ
ら
に
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
象
徴
す
る
当
号
を
会
員
諸
氏
に
お
届
け
で
き
る

こ
と
は
、
誠
に
ご
同
慶
の
い
た
り
と
申
し
上
げ
た
い
▼
と
こ
ろ
が
、
以

上
は
奥
付
だ
け
の
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
来
は
昨
年
十
二
月
二
十

日
付
発
行
の
前
号
が
遅
延
し
、
本
年
一
月
漸
く
会
員
諸
氏
の
お
手
許
に

届
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
実
際
手
に
し
た
新
世
紀
初
の
本
誌
は
、

奥
付
が
岨
蛇
す
る
前
号
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
印
刷
。
製
本
が
年
末
の

多
忙
期
に
重
な
っ
た
た
め
だ
が
、
そ
れ
は
恒
例
の
こ
と
で
あ
り
、
弁
解

の
余
地
も
な
い
。
こ
こ
に
深
く
お
詫
び
い
た
し
、
ご
寛
容
を
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
る
▼
さ
て
当
号
に
は
原
著
四
報
・
研
究
ノ
ー
ト
ニ
報
の
ほ

か
、
資
料
・
記
事
・
書
籍
紹
介
と
、
盛
り
沢
山
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
た
だ
し
次
号
送
り
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
原
著
・
研
究
ノ
ー

ト
も
あ
る
▼
ご
存
知
の
よ
う
に
、
本
誌
の
刊
行
に
は
科
研
費
の
補
助
金

を
受
け
て
お
り
、
年
間
の
総
ペ
ー
ジ
数
が
か
な
り
厳
格
に
規
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
た
め
各
号
の
ペ
ー
ジ
数
が
制
限
さ
れ
、
審
査
を
経
て
受
理

さ
れ
た
論
文
で
も
、
時
に
は
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
生
じ
て
し
ま
う
。

受
理
さ
れ
た
論
文
の
う
ち
、
投
稿
の
早
い
順
に
掲
載
し
て
は
い
る
が
、

や
は
り
次
号
送
り
は
遺
憾
と
い
う
し
か
な
い
▼
し
か
も
投
稿
論
文
は
近

年
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
学
会
全
体
の
発
展
の
指
標
で
も
あ
り
、

本
来
は
歓
迎
す
べ
き
現
象
な
の
に
、
悩
ま
し
い
問
題
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
な
ん
と
か
良
い
方
向
に
解
決
す
べ
く
方
策
を
検
討
し
た
い
の
で
、

ご
理
解
と
ご
猶
予
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。
（
真
柳
誠
）


